


...-.l......-.... apup—

PR | R R




1)

(2)




)



1

(2)




1)

(2)



®3)

(4)






to

to



1

- 10 -



- 11 -



(2)

)

4)

- 12 -



©)

1)

- 13 -



- 14 -



(2)

- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



)

(2)

3

- 20 -



- 21 -

)



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



	はじめに
	第１　条例・規則見直しの基本的考え方
	　１　社会経済状況の変化と消費者問題の動向に対応した条例であること
	　２　的確かつ迅速に、効果的な行政措置ができるための諸規定であること
	第２　条例の問題点と期待する改正内容
	　１　前文の見直し
	　２　「消費者」定義、「消費生活」の解釈の検討
	　３　不適正取引行為の禁止規定の追加・改正
	　４　消費生活相談、被害救済委員会の役割の明確化と充実・強化
	　５　悪質事業者等を迅速に勧告・公表する等の諸規定の見直し
	　６　消費生活対策審議会諮問・答申が必須となっている事項の見直し
	第３　今後の課題
	　１　被害救済委員会等の今後のあり方について
	　２　「広告・宣伝」を含む表示規制のあり方について
	おわりに

